














































係性を持っ存在」 (1982: 15)であり、また「状況的な存在」 (1982: 149)である
と「同時に人間は世界にはたらきかけ、世界をつくりかえる存在でもある」 (1982 :
149)と述べている。そして、 「人間として生きることは、他者および世界とかかわっ
































































































































についての寺尾明大による報告(1991 : 17, 19)には、 「可能な限り従来の知識注
入授業の限界を乗り越えること」と「子どもが積極的に参加していけるような授業
づくり」の重要性が述べられている。また、 1992年の第10回全国研究集会(6)につ
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